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第１１分科会

学部ゼミナール運営の課題

報告者

毛利　猛　　（香川大学 教育学部 教授）

柴原　宜幸　（日本橋学館大学 リベラルアーツ学部 人間心理学科 教授）

伏木田稚子　（東京大学大学院 学際情報学府 文化・人間情報学コース 博士課程）

コーディネーター

廣瀬　直哉　（京都ノートルダム女子大学 心理学部 准教授）

大学教育改善の取り組みの中で様々な研究が行われているが、専門教育において重要な役割を

果たしている学部ゼミナールについての研究は必ずしも多くない。卒業論文作成や専門教育のた

めの学部ゼミナールは、他の授業と比較すると、教員の個性が発揮されやすいこと、教員＝学

生および学生同士の距離が近いことなど、かなり独自性の高い授業であるといえる。しかしながら、

最近ではゼミも一授業科目として捉える学生も増えてきており、ゼミ学生同士の共同体意識も薄

らいできているように思える。そうした中で以前に比べて、ゼミ運営について困難を感じておられ

る教員も少なくないように思われる。そこで、本分科会では、主に社会人文系学部において開か

れている学部ゼミナールの運営について取り上げる。分科会の参加者間で、ゼミ運営の課題や

対処を共有することで、今後のゼミ運営への一助になれば幸いである。
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＜第11分科会＞

学部ゼミナール運営の課題

参　加　人　数　　　

報　　告　　者

第 1 報 告 者

第 2 報 告 者

第 3 報 告 者 　

コーディネーター

分科会のねらい
　第 18 回 FD フォーラムの全体テーマは「学生が

主体的に学ぶ力を身につけるには」である。大学

において、主体的に学ぶ機会は様々あると思われ

るが、主体性を発揮し、専門的な知識を用いて、

自ら問題を発見し、解決する能力を身につけてい

く上で重要な役割を担っているのが、学部ゼミナー

ルではないだろうか。同じゼミナールでも、基礎ゼ

ミ、入門ゼミなどと呼ばれる1 年次を対象とする

ゼミナールは、初年次教育の重要性が叫ばれる中

で取り上げられる機会も多いが、3、4 年次（場合

によっては 2 年次も）を対象とする専門教育の学

部ゼミナールはこれまで FD では取り上げられる

機会は少なかった。

　学部ゼミナールは、XX 演習、XX 研究など様々

な名称がつけられているが、一般には、教員の

名前で、○○ゼミ（例えば、廣瀬ゼミ）と呼ばれ

る。また、卒業生は、○○ゼミ出身などと呼ばれ

ることもある。このように、学部ゼミナールは、そ

れを担当する教員の独自性に強く依存し、ゼミに

参加する学生にとっては単なる授業を超えたコミュ

ニティとして機能している側面もあるなど、かなり

異質な授業である。したがって扱いが難しく、こ

れまでの FD においては積極的には取り上げられ

て来なかったのではないだろうか。しかしながら、

（コーディネーター自身を含めて）ゼミを担当して

いる多くの教員は、学部ゼミナールこそが、大学ら

しい主体的な学びを身につけるのに相応しい授業

であると考えているのではないだろうか。そのよう

な考えのもと、本分科会では、学部ゼミナールを

テーマとして取り上げて、その運営の課題について

32 名

毛利　猛　　（香川大学 教育学部 教授）

柴原　宜幸　（日本橋学館大学 リベラルアーツ学部 人間心理学科 教授）

伏木田稚子　（東京大学大学院 学際情報学府 文化・人間情報学コース 博士課程）

廣瀬　直哉　（京都ノートルダム女子大学 心理学部 准教授）

参加者とともに検討することとした。

報告の概要
　午前の部は、最初にコーディネーターから、本

分科会のねらいについて、短い説明を行った。そ

の後、3 人の報告者にそれぞれの立場から学部ゼ

ミナールの課題に関して、約 30 分間の報告をい

ただいた。報告の詳細はそれぞれの報告者の資

料をご覧いただくとして、ここでは概要のみを以下

に示した。

毛利氏

　第 1 報告者の毛利氏は、「学部ゼミナールの運

営を考える」というタイトルで報告された。最初に、

ゼミに関する FD の困難さを指摘され、その理由

について、ゼミの多様性（教育する場の条件に左

右される）、ゼミの密室性（人目に触れることが少

ない）、ゼミの全人性（教員の人間性が反映される）

の 3 つを挙げられた。次に、所属大学におけるゼ

ミの形態と運営の仕方について紹介された。さら

に、毛利氏のゼミでの卒論指導を中心に、学部ゼ

ミナールの運営のあり方や難しさについて論じられ

た。毛利氏のゼミで、書くことへの心理的抵抗を

軽減するための工夫されていることや、主体と客

体のバランスをとることが重要であることを話され

た。また、「教員と学生の攻防」として、学生は教

師の出方を見ているので、学生の手抜きを助長す

るような懇切丁寧な指導は避けなければならない

ことを強調された。最後に、ゼミに関する FD は、

教育する場の条件により異なるので多様であり、

個々の教員が自己の教育者としてのあり方を問い
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直すような FD が求められると結論づけられた。

柴原氏

　第 2 報告者の柴原氏は、「学生にとっての「ゼミ」

の意義～簡単な調査を踏まえて～」というタイトルで、

御自身のゼミの運営と元ゼミ生への調査を中心に報

告された。最初に、柴原氏の大学の背景とゼミの位

置づけについて話された。柴原氏のゼミでは、文献

を読み、レジュメを作成し、発表するというオーソドッ

クスなスタイルであるが、「です」「ます」調の禁止、

課題が終わるまで終わらないエンドレス・ゼミなど独

自のゼミ運営をされていることが紹介された。次に、

ゼミでの活動の意義について卒業生に尋ねた調査に

ついて報告された。当時のゼミ活動を通して学んだ

ことについての自由記述は、分析の結果「対人関係

的側面「「学習的側面」「個人的側面」の 3 つに分

類された。その中で「対人関係的側面」が最も大き

く、学生にとってのゼミは社会的スキルを学んだ場で

あり、教員が目指していた専門性を学ぶ場ではなかっ

たと解釈された。そして最後に、「自分の意見をキチ

ンと言える空間は最初から完成されているものではな

く、そこに所属している人間が作り上げていくものだ」

という印象的な卒業生の言葉で締めくくられた。

伏木田氏

　第 3 報告者の伏木田氏は、「学部ゼミナールを

研究することでみえてきた課題」というタイトルで、

これまでご自身が行われてきた学部ゼミナールの

研究について報告された。最初に、多様なゼミナー

ルの形態について、多くの写真を使って具体的に

紹介された。次に、学生対象とした調査から、学

習意欲、共同体意識、教員による指導、汎用技

能の成長実感などの構造についての知見を示さ

れ、汎用的技能の成長実感を高めるには、教員

による指導が重要であり、それは学習意欲や共同

体意識を媒介として影響を与えていることを明らか

にされた。また、ゼミナールに対する魅力は、教

員と学生の相互作用や学習内容などが関わってい

ることを報告された。さらに、教員対象の調査か

らは、学生の特性把握、教育目標・学習目標の

設定などの構造についての知見が得られ、人文系・

社会系の違いや経験年数の違いによって、教育・

学習目標が異なっていたことを報告された。最後

に、これまでのゼミの研究は個々の教員の実践報

告に留まっていたが、自分は多くのゼミを見てゼミ

の全体像を鳥瞰図的に描くことを目指したいと述

べられ、発表を締めくくられた。

報告に対する質疑ならびに全体討議の内容
報告に対する質疑

報告に対する質疑は、時間の関係から、午前の部で

は短い質問だけを受け付けた。それ以外の質問は質

問用紙に記入いただき、午前の部の終わりに回収し

た。午後の部の最初に、回収した質問用紙に記載さ

れた、個別の質問および報告者全体への質問を報

告者に投げかけ、各報告者から回答が行われた。

それぞれの質問及びそれに対する報告者の回答

の概要は以下の通りである。

毛利氏への質問

Q: ゼミ生が 2 名程度の場合と10 名程度の場合

では、ゼミの卒論指導はどう変わるのか。

毛利氏 : １回の指導時間は 1 時間程度であり大き

くは変わらないが、同時に学生に来てもらい指導

時間に重なりを作るなど工夫をしている。他の学

生が指導を受けているのを聞くのも勉強になる。

年度によって指導が変わることは避けたいと思っ

ており、なるべく他で時間を削るようにしている。

しかし、今回の報告のため10 年前のことを振り

返ってみると、現在の方が様々な仕事で忙しくなっ

ており、指導も変わってきていることを痛感した。

Q: 卒論の必要性・意義についてどのように考えて

おられるか。

毛利氏 : 卒論はどちらかと言えば軽視されるように

なってきている。教員養成課程では、教職実践演

習が 4 年後期に導入され、卒論との両立が難しく

なってきた。しかし、大学は活字文化に根差してお

り、読むこと書くことの指導は大学教育において欠

かせないので、今後も卒論は重視して行きたい。
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柴原氏への質問

Q: なぜ発表で「です」「ます」調を禁止するのか。

「である」調ということか。

柴原氏 : 友だち同士で、「です」「ます」調は使わ

ない。「である」調ではなく、若者が普段友だち同

士で使う言葉で発表させている。

Q: ゼミがエンドレスであると、時間割上の制約や

学生の時間調整が必要と思うが、どのように対応

されているのか。

柴原氏 : 時間割上、ゼミは木・金の 4・5 限に割

り当てられており、それ以降に授業はない。学生

にはゼミが決まった段階で、バイト等を入れない

ように指示しているので、学生の不満はあるかもし

れないが、支障なく行えている。

Q: 他の先生からのねたみ等はないか。

柴原氏 : 批判は受けたことはない。自分の感性の

問題でもあるのではっきりは言えないが、ねたま

れる覚えはないと思っている。

Q: ご自身が学生時代に受けたゼミと現在のゼミ

は関連しているのか。

柴原氏 : 少なからず影響を受けている。大学時代

のゼミでは、英語の文献をかなり多く読まされた。

それをやれたことに自信がつき、大学生だと思え

た。今の学生もしっかり勉強することで、大学生

をやっているという実感を持ってもらいたい。

伏木田氏への質問

Q: 話の中でゼミ教員がクラス担任のような役割を

有していることに言及されていたが、どういうことか。

伏木田氏 : ゼミ運営では教員が一人で様々なこと

（例えば学生個人に面談をするなど）をするので、

小中学校のクラス担任と似ている。ゼミ自体も共

同体的な部分があり、小中学校のクラスとも似て

いる。

全体への質問

Q: 「ゼミ間格差」はあってもよいものか、それと

もあってはならないものか。

毛利氏：ゼミ間格差といっても、人数の差、指導

の差など様々なものがある。事実としてそのような

格差があるので仕方がない面もある。柴原氏が述

べられたように、それぞれの教員が持ち味を発揮

することで、様々な学生にとっての受け皿や居場所

を与えることにもつながるので、必ずしも格差をな

くすことがよいと言えないのではないか。

柴原氏：自分のゼミではしっかり勉強をやるが、

アルバイト中心の学生でもやっていけるゼミもあっ

てよい。ただし、それは教員がさぼっていいとか、

楽して単位がもらえるということではない。一定以

上の卒論を書かせることが前提で、力の持って行

き方の違うゼミはあってよい。そういう意味での格

差であれば問題ない。

伏木田氏：大学が違えばゼミは異なるし、教員の

教育目標が違えば、ゼミの運営の仕方も当然異な

る。ゼミを受けている学生から見ると、ゼミで自

分の力をどれだけ伸ばせるかが重要であるので、

違いはあってもよい。「格差」ではなく「違い」と

捉えた方がよいのではないか。

グループディスカッション

　報告者に対する質疑が終わった後、午前の部

の終わりに回収したアンケートをもとにして、6

つのグループに分けた。アンケートでは、学部

ゼミナールにおける教育に関する 18 個の領域

（教育目標、ゼミ分け、卒業研究、学習意欲な

ど）から、関心のある領域に丸をつけてもらい、

なるべく関心が近い人同士で討論ができるよう

に配慮して、コーディネーターがグループ分けを

行った。そのような配慮の効果もあってか、そ

れぞれのグループでは活発な意見交換が行われ

ていた。約 1 時間のグループディスカッションの

後、各グループで討議した内容について、代表

者に手短に報告いただいた。主な内容は以下通

りであった。

●ゼミが必修であるかどうか、卒論があるかど

うかどうかによって、ゼミの運営の仕方が異な

る。ゼミが選択の場合は、他の授業との関
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係（例えば、他の授業より単位が取りやすいか

など）に、大いに影響を受ける。また、共学と

女子大でも、ゼミの運営の仕方が違ってくる。

●ゼミの中で、学生とプライベートな話をどの程度

すべきか。プライベートな話はゼミ生との距離を

縮めるが、あまりし過ぎると、学生が緩んでしま

う。プレイベートはゼミの中では一切話さず、コ

ンパなどの時だけ話すと、はっきり分けている教

員もおられた。

●ゼミの中で学生に役割を与えて任せると、よい

成果をあげてくれることがしばしばある。学生に

任せてやる気にさせるような働きかけ方をわれ

われ教員は学ばなければならない。

●ゼミの中でなかなか学生が発言しないので、教

員側が話し過ぎてしまい、双方向的なゼミでな

くなることがあったが、工夫をされている教員の

話を聞いて参考になった。

●出来る学生とそうでない学生の差が大きい。意

欲の低い学生への対応については、教員の考え

方も様々で結論は出なかった。

●学生が卒論のテーマを自分で決めることは難し

い。また、学生の卒論の進捗の報告はあてにな

らず、工程を自分で管理させることは困難であ

る。教員側のサポートが必要である。

●卒業論文と就職活動の両立が難しい。ゼミに

よって就活の扱いが異なる場合がある（就活中

ゼミは休みにするかしないかなど）ので、統一

を図っていくべきではないか。

●個人面談を通して学生の状況を把握するなど担

任的な役割は重要であるが、教員の負担が増え、

ゼミでの学びがおろそかになることがある。ケア

の側面と学習の側面をどのように両立させていく

かは思案のしどころである。

分科会を終えて
　本分科会を企画した動機の一つは、コーディ

ネーター自身が、自分のゼミの中で、または他の

ゼミを見ている中で、運営上の問題にしばしば遭

遇したためである。本分科会に参加いただいた方

も、同じような問題意識で参加いただいたのでは

ないかと思う。グループディスカッションを傍らで

聞かせていただいていると、それぞれの教員がゼ

ミにおいて様々な課題を抱えておられることが推

察された。

　報告者の発表やグループディスカッションを通

して、個人的にも色々な気づきを得られ、今後

のゼミで活用してみたいと思った取り組みもいくつ

かあった。学部ゼミナールは多様であるので、そ

れぞれの参加者が抱えておられる課題に関して

必ずしも解決策は見つからなかったかもしれない

が、少なくともヒントが得られたのであれば幸いで

ある。今後も継続的に学部ゼミナールに関して議

論の機会を設けられることを願いたいものである。

最後に、分科会の報告者と参加者の皆様に感謝

の意を表したい。
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学部ゼミナールの運営を考える

香川大学 教育学部 教授　　　毛利　猛

．採ミ野関するＦＤ律 左さ 

社会人文系学部で教えている多く律大学教員後、採ミナ柔ルこ進後最難大学律授業ら左

い授業形態であり、進律教育効果後大きい難律であると信巧ている。左小左、採ミがいつ

難うまくいくと後限らず、誰がこれを担当する小で教育効果野大き重差があること後明ら

小である。進れ年け野、採ミ運営野関する FD 律必要性後高いと言えよう。 

野難小小わらず、採ミ運営野関する FD 後、これまであまり行われてこ重小違平。進れを

行う必要が重い小らで後重く、進れを行う律が 左い小らである。 左い理由後三つある。

まず一つ目後、採ミ律やり方が講義形式律授業以上野、教育する場律条件野よ違て苒右さ

れる 採ミ律多様性 小らであり、二つ目後、多人数が受講左ている講義以上野、人目野

触れること律重い「密室律仕事」野重違ている 採ミ律密室性 小らであり、三つ目後、

採ミという対面教育野導いて後、教員律「生き方」「人間性」という要芝が、講義律場合以

上野入りこみやすい 採ミ律全人性 小らである。 

こう左平採ミ律多様性、密室性、全人性律ゆえ野、採ミ運営野関する FD を計画左実 す

ること後、講義形式律授業野関する進れ以上野 左い。こ律第 11 分科会野参加することが、

進れぞれ律条件下で律個性的重実践律交流を図りつつ、採ミ運営律あり方と同時野自己律

教育者と左て律あり方を問い直左ていく契機野重ればと思う。 

 

．方法と左て律採ミ、場所と左て律採ミ  

ところで、採ミナ柔ル野後、二通り律意味がある。一つ後、大学野導ける講義と重らぶ

授業律一形態と左て律採ミナ柔ル、重い左後教育方法と左て律採ミナ柔ルである。難う一

つ後、進律よう重授業が行われる場所、重い左後教師と学生律共同体と左て律採ミナ柔ル

である。学生野と違て、採ミナ柔ルという形態律授業をとること後、同時野採ミナ柔ルと

いう共同体野所属することを意味する律である。 

われわれ律課題律一つ後、前者律授業形態重い左教育方法と左て律採ミナ柔ル律やり方

を離ぐ違て議論することである。最近後、平とえ履修上後講義形式律授業であ違て難、進

こ野い小野演習的重要素を組み込む律小が、授業改善律一つ律眼目野重違ている。進れと

と難野、難う一つ律 要重課題がある。進れ後、学生が所属する共同体と左て律採ミナ柔

ル律あり方野ついて考察することである。 

苨者律課題と関連左て、船曳健夫氏が、ある出版社律 PR 律連載「採ミ律風景小ら」

律重小で、「採ミ後 communal 重難律小、social 重難律小」を論巧ていて大変興味深小違

平。東大で教える船曳氏後、ど達ら小と言えば、難う少左 social 重方向野、採ミ律あるべ

き姿を見重がら難、「こ律二つ律あい年で常野迷います」と述べてい平。ど達ら律性格が強

く出るべき小野ついて後、進れこ進、「教育する場」律条件野よ違て 違てくると思うが、

われわれ律大学で行う採ミ後研究大学で行う採ミより、難う少左 communal 重難律であ違

て難よいよう野思う。 

 

．採ミナ柔ル律諸形態  

 採ミナ柔ル後、いくつ小律タイプ野分類することができる。採ミナ柔ルを分類する平離

律一つ律観点後、進れが大学教育律ど律時期野実 される律小ということである。こ律観

点小ら後、大学野入学左て間難重い時期野一般教育律重小で実 される採ミ 教養採ミ、
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大学入門採ミ重どと呼ばれる 、専門教育律入門期で実 される採ミ プロ採ミ 、専門教

育律重小で実 される採ミ 専門採ミ 律三つ野分類することができよう。 

難う一つ律採ミナ柔ル律分類後、これをどういうやり方で行う小という観点小ら律分類

である。進律やり方後多岐野わ平るが、専門教育野関左て言えば、最難一般的重やり方後、

テ２スト律講 を行う難律と、個人ま平後４ル柔プで設定左平研究テ柔マで発表する難律

である。 

どういうやり方がよい小後、進れぞれ律大学律学生律質や専門分 、採ミを主宰する教

員律得手不得手、先野み平採ミを実 する時期、さら野採ミ律規模 受講左ている学生律

数 重ど、さま工ま重条件野よ違て 違てくる左、ま平、これら律条件野規定され重がら、

進難進難、進律採ミが何を量らいと左ている律小という、採ミ律目的野よ違て難 違てく

るであろう。 

 

．採ミナ柔ル律運営律仕方  

私が香川大学で担当左ている い平 採ミナ柔ル後、全部で 5 つである。進れぞれ律採

ミナ柔ル律運営律仕方野ついて簡単野 明左て導き平い。 

 

字教養採ミナ柔ル 

全学共通 教養教育 科目と左て、全部で 60 ほど律採ミナ柔ルが 1 苛次前期又後苨期

野開講され、いろいろ重学部律 1 苛生が受講左てい平。学生後、自ら律興味染関心野左平

が違て開講され平教養採ミ律重小小ら一つを選べること野重違てい平が、各採ミ律定員が

25 名重律で、第一希望律採ミ野入れ重いこと難多小違平。 

どういうやり方で教養採ミを行う小後、担当教員野任されてい平。採ミナ柔ル律やり方

をシ本於スでみると、個人又後４ル柔プで設定左平テ柔マで研究左、成果律発表と討議を

行う難律が最難多い。テ２ストを一緒野 んでいくやり方後、われわれ文科系律教員野と

違て後導馴 みと難いえるやり方であるが、こういうやり方で教養採ミを行う教員後次第

野少重く重違ている。注目すべき後、何ら小律４ル柔プ活動を取り入れ、これを採ミナ柔

ル律運営律中心野据えている難律が、苛々増えていることである。 

教養採ミ野導いて、４ル柔プ活動を取り入れ平採ミが増えている律後重週小。進律理由

後いろいろ考えられるが、一つ後、各採ミ律定員が 25 名と重違て導り、採ミ形式律授業と

左て後受講生が多いこと小ら、多人数採ミ律運営上律苑夫と左て、25 名を数４ル柔プ野分

けている、いや、難違と積極的野言えば、４ル柔プ活動を取り入れることが、採ミ律

communal 重性格を強離、こ律ことが授業へ律満足度年けで重く、大学生活進律難律へ律満

足度を高離ているという理由が挙げられる。 

これまで、教養採ミナ柔ル律運営律仕方野ついて、多くを過去形で述べてき平が、実後、

苚成 24 苛度小ら、教養採ミナ柔ル後「大学入門採ミ」と名称を変えるとと難野、進れぞれ

律学部ごと野、自分律学部律新入生を対象野、大学生と左て必要重学習方法律習得を離工

左平内容を含離て行う難律野重違平。と同時野、学部律３本スづくり律平離律授業である

という性格難強く重り、学び方野ついて律ス２ル教育とと難野、ＡＬ ア３ティブ本柔ニ

ン４ 律考え方律難と野４ル柔プ活動をより積極的野取り入れ平採ミ運営が行われるよう

野重りつつある。 
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教養採ミが「大学入門採ミ」と重り、学び方律共通６ンテンツとＡＬ律考え方を絡離て、

初苛次教育と左て行われる入門採ミ律底上げを図ることができ平律後よ小違平と思う。左

小左、「底上げ」ができ平反面、伝統的重やり方で人気採ミを運営できてい平学識ある教員

野まで一苧野規格化され平やり方を押左つけてよい律小、「 んで考える」ことを中心とす

る採ミ律やり方が持違てい平潜在力を見損重違てい重い律小。評価律分小れるところであ

る。 

 

誌教育学チ末柔トリアル 

われわれ律６柔ス 教育学研究室 律 2～4 苛生 2、3 苛生必修、4 苛生自主参加 が、

いくつ小律異学苛編成律４ル柔プをつくり、４ル柔プごと野設定左平研究課題野協力左て

取り組む「縦割り採ミ」である。研究成果後夏律教研合宿で発表する。６柔ス律各教員後、

いずれ小律４ル柔プ律チ末柔タ柔野重る。 

小つて教育学研究室野後、学生平達律自主的重運営野よる学習会、いわゆる「自主採ミ」

がいくつ難あ違平。進れ後、研究室野所属する異学苛律学生小ら重る、体験活動 視律自

主的重学習会であ違平が、残念重こと野、90 苛代野入違て自然消滅左平。進律自主採ミを

復活させようと、教員律方小ら働き小けて、異学苛律学生律４ル柔プ活動を中心とする学

習会を組織化左、やがてこれ野単位を出すよう野左平律が、こ律教育学チ末柔トリアルで

ある。 

今苛度、私が担当左平チ末柔トリアル 学生平達後チ末柔タ柔律名を冠左て毛利チ末柔

トリアルと呼ぶ 後、「創作紙 居律上演」を研究課題と左平。進律主重取り組み後、以下

律通りである。 

 

市立図書館で律「 み聞小せ律会」律活動取材 4 月  

市販紙 居を使違て律仲間内で律上演会 5 月  

創作紙 居づくりと仲間内で律上演会 6 月  

市立図書館 導話６柔ナ柔 で律子ど難相手律紙 居上演 7 月  

）柔プン２ャン施スで律創作紙 居を使違平研究室紹介 8 月  

夏律教研合宿 、苆豆島 で律創作紙 居律上演 8 月  

 

こう左平活動律多く後、私律い重い授業時間外野行われる。こ律授業で律私 チ末柔タ

柔 律役割後、研究課題律 成野必要重情報を提供左、学生平達律活動が停滞左重いよう

野適宜助言を与え、励ますことであ違平。 

 

認教育学演習Ⅰ 

2 苛生野重り、われわれ律６柔ス 教育学研究室 野入違てき平学生を対象とするプロ

採ミ 基礎採ミ である。通苛律授業を、６柔ス律教員全員がリレ柔方式で行う。一人律

教員が担当する律後、わず小 5 回前苨である。教育学律基礎的重文献を ん年り、教育律

今 的課題野ついて議論することで、教育学的重問題意識を養う。最終回律授業で後、専

門採ミ律配属野向け平１イダンスを行違ている。 

ま平、教育学研究室律 2 苛生全員が毎 同巧場所で顔を合わせる律で、こ律授業後彼ら
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律ホ柔ムル柔ムと左て律役割難果平左ている。 

 

説教育学演習Ⅱ 

６柔ス律各教官が主宰する、いわゆる専門採ミである。(ｲ)小ら(ﾎ)まで 5 つ律採ミが開

講されている。教育学研究室律学生後 2 苛次律 2 月 まで野、こ律 5 つ律専門採ミ律重小

小ら一つを選ぶこと野重るが、彼ら野と違て、専門採ミ律選択後、単野 1 ６マ律採ミナ柔

ル形式律授業を選ぶということ以上律、大き重意味合いを難違ている。 

という律後、第一野、専門採ミ野導ける教員と学生、あるい後学生同士律結びつきが大

変強い小らである。専門採ミを選ぶこと後、「○○採ミ」という「共同体」律一員野重るこ

とを意味する。左小難、第二野、教育学演習ⅡとⅢ 卒論指苅 後、原則と左て持達上が

り重律で、学生後、専門採ミを選ぶことで、誰律指苅律難とで卒業論文を書く律小を決離

ること野重る小らである。 

さて、私律専門採ミ律 離方であるが、3 苛次律前期後、一緒野文献を むこと野左て

いる。学生平達後、採ミ決定律際野「志望調書」を提出左ている律で、進こ野書小れてい

る各自律関心野近いところで、数冊律文献を決離る。一緒野 む律後こ律数冊年が、同時

野、個別律 書課題を出左て、ある程度律分 を ませる。文献を むことで、学生律関

心律在り処後少左ずつ変わ違てくる。進れをよく聴いてやり、新平重文献を紹介する。ま

平、自分で難文献を 左て む。これを繰り返左重がら、学生が自分律 左小難学問的重

問題意識野目覚離る律を助ける律である。 

苨期後、まず初離野、進れぞれ律問題関心野左平が違て、これまで み 離平文献律重

小小ら、最難 要年と思う難律律内容を紹介左て難らう。進れが一巡左平あと、卒業論文

律テ柔マ設定野向けて、自分野と違て何が問題であり、何を明ら小野左平い律小を、暫定

的重テ柔マとと難野発表左て難らう。3 苛次律 2 月 が「題目表」律提出期限であり、進

れまで野、大抵何度難 OK が出るまで 発表左て難らうこと野重る。 

 

 読教育学演習Ⅲ  

4 苛生野重違平採ミ生 卒論生 野対左て行う卒論指苅である。 来重ら、こ達ら律個

別指苅をチ末柔トリアルと呼ぶべき小難左れ重い。私がど律よう野卒論指苅を行違ている

律小野ついて後、「卒論指苅律臨床教育学律平離野」『京都大学高等教育研究 第 10 号』

2004 苛 を参照され平い。 

私律所属する６柔スで後、3 苛次律 2 月 まで野「題目表」を提出左て、進律あと「構

想発表会」を終えると、学生平達後一 卒業論文小ら遠工小る。就職活動や教員 用試験

律平離である。進れが一段落する夏休み律苨半野、や違と論文作成律取り組みを再開する。

長いブ本ン３を挟んで最初野行重う律後、ノ柔ト重い左カ柔ド作りである。難う一度基

的重文献を み直すとと難野、必要野応巧て参考文献を 左て む。今度後、 要重とこ

ろを要約染抜粋左重がら丁寧野 んでいく。 み重がら考え平こと難、進律つどメモ左て

導く。次野、こ律ノ柔ト重い左カ柔ドを み返左て、自分重り野論点を整理左、論文律構

想を練る律である。こう左平作業を 10 月律後巧離ごろまで行重う。 
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．卒論生と律指苅関係 

私と卒論生と律指苅関係後、小つて私が学生律立場で経験左平指苅関係より、よく言え

ば懇切丁寧、悪く言えばやや導節介と難いえる関係である。学生と律「距 」難ず違と近

い。難違と難、ここで、二つ律指苅関係を比べて、ど達らがよいと小悪いと小ということ

を言うつ難り後重い。進れを言う野後、進れぞれ律指苅関係を成り立平せている「条件」

があまり野難 いすぎる律である。 

研究大学野導ける卒論指苅と比べれば、教員養成学部野導けるわれわれ律指苅後、明ら

小野結果より難過程野 きを導い平難律である。出来上が違平作品難大切年が、進れ以上

野、取り組み律過程で、 人がどれ年け悪戦苦闘左、進左てやり遂げ平という 成感を難

てる律小を 視左ている。研究史や学会律潮流へ律目配りというよう重こと後、あまり言

わ重い。二次的重文献へ律依芵を強離て左まうことが多い小らである。 

10 月律苨半小ら、卒論生平達と後、ほぼ 一回律ペ柔スで顔を合わす。学生が書い平一

間分律草稿野目を通す律である。平年左、当初学生が期待するほど、文章律一芴一句を

手直左すること後左重い。学生野「雑重難律を書いて難、先生が直左てくれる」と期待さ

せ重い平離である。書き直す律後、あくまで難学生である。 

言葉後悪いが、彼ら後「われわれ律出方を窺違ている」ところがある。どこまで手抜き

が許される律小。進れ野対左て、われわれ後進れぞれ律学生がぎりぎりまで頑張違て、自

分律限界を越えてほ左いと願違て導り、ここ野、教員と学生律「攻防」がある。こういう

と、学生側野ま違平くやる気が重いよう野見えるが、実後、どん重野怠け者野見える学生

で難、「楽を左平い」という気持達と同時野、自分律限界を越え平いという気持達を難違て

いる。年小ら、教員と学生と律「攻防」後、学生律重小律二つ律気持達律「攻防」で難あ

る。われわれ指苅教員後、学生平達自身律「頑張り平い」という気持達を掘り起こ左、こ

れを苨押左左ている律である。いや、正直野いうと、教員律側野難、学生と同様律やる気

とやる気律重さがある。残念重こと野、教員律やる気律重さと学生律進れが「手を結んで」

左まうことがある。教員自身が自分律やる気を掘り起こさ重ければ、教員律「指苅律手抜

き」を学生が歓迎左、学生律手抜きを教員が黙 するという、由々左き結託を招いて左ま

う律である。 

学生が「手抜き」をする方法後いろいろあるが、難違と難多い律が「律りと後さみ ６

日ペ で書く」というやり方である。逆野、「勝手重ことを書く」という律難ある。進左て、

難う一つ、指苅関係ということでとく野注意左重ければ重ら重い律が、教員野過度野依芵

するというやり方である。文献と律あい年律依芵と独立律問題後、進律まま教員と律あい

年で難繰り返される。つまり、文献へ律過度律依芵を否定されると、今度後教員へ律依芵

で窮地を左律ごうとする律である。極端重言い方をすると、「丸写左でき重い重ら、先生が

書いてくれ」ということ野重る。ここまで極端で重くて難、先ほど述べ平「雑重難律を書

いて難、先生が直左てくれる」という期待を、ど律学生難抱いている。われわれ後、こ律

学生律期待をま違平く裏切るわけ野後い小重いが、ま違平く期待ど導り野直左てやるわけ

野難い小重い。や後り、学生自身が苦左み重がら何度難書き直すよう野、難違ていく左小

重い律である。こ律点で難、教員と学生律「攻防」が見られるが、進れ後、大変微妙重「心

理的攻防」である。 
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．採ミ野導ける教師律指苅とＦＤ  

採ミナ柔ル野導ける教師律指苅律あり方後、どういうやり方で採ミを行う律小、テ２ス

トを一緒野 む律小、自由重テ柔マで発表する律小、あるい後進れ以外律やり方で行う律

小野よ違て 違てくる。ま平、４ル柔プ活動を取り入れて、これを中心野採ミを運営する

律小、あくまで難個人律活動が中心野重る律小野よ違て難大きく異重る。 

難達ろん、４ル柔プ活動さえ取り入れ平ら採ミ後活性化するというよう重簡単重話で後

重い。という律後、難左われわれ教員が集団過程野対左て適切野働き小け重ければ、マイ

ナス律「同調」と他人任せ野よ違て、４ル柔プ活動を取り入れ平採ミ後、進れを取り入れ

てい重い採ミ以上野低調重難律野終わる可能性がある小らである。 

とりわけ最近後、仲間と話左合違平り、協力左て何小を左平りすることが苦手重学生が

増えている年け野、４ル柔プ活動野よ違て採ミを活性化する野後、プ本ス方向律「同調」

を促左重がら、全体律やる気を高離ていけるよう重、集団過程野対する教師律適切重働き

小けが求離られる律である。ま平、授業律平離野事前野準備左て導くことと、進律場で

軟野対応することが同時野求離られる律である。す重わ達、ど律よう野４ル柔プ律研究課

題を設定左、ど律よう重ス５ジ末柔ルで共同研究を 離、ど律よう野４ル柔プ内で役割分

担をする律小野ついて、一方で後、小重り明確重方針を難違て とく野初回律採ミ野導い

て 臨みつつ、他方で後、話左合いや４ル柔プ活動律展開律重小で何がでてきて難、学生

平達律自主性を尊 左重がら、これ野 軟野対応することが求離られる律である。 

採ミナ柔ル野関する FD 後、採ミ律やり方を規格化左ようとする難律で後重い。進れぞれ

律「教育する場」律条件野よ違て、ま平、担当する教員律得手不得手野よ違て採ミ律やり

方後 違ていて当然である。平年左、いくら採ミ律やり方が多様であることを 離る小ら

とい違て、こ律多様性を隠れみ律野左て手抜き律採ミが放置され、低調重採ミが改善され

重い律後困違平ことである。最初野述べ平よう野、採ミ律密室性、全人性小らくる教員律

恐れや心理的抵抗後強い。これを苓妙野小いくぐる平離野後、旦（柔マル重 FD 律み野固執

左重いほうがよい年ろう。採ミ律あり方が多様であるよう野、採ミ野関する FD 律あり方難

多様であ違てよい後ずである。要後、進れぞれ律条件下で律教員律個性的重実践律交流を

図り、採ミを担当する一人ひとり律教員が自己律指苅法と教育者と左て律あり方を問い直

左ていく契機と重るよう重 FD が求離られている律である。 

最苨野、難う一つ確 左て導き平いことがある。進れ後、４ル柔プ活動を取り入れ平や

り方が、どれ年け多人数採ミ とりわけ入門期律 野導いて効果的であ違て難、他方で後、

学生が一人で を んで考えることを前提とする従来律採ミ律やり方が、進れで難）柔探

ドッ３スであること野変わり後重いということである。大学野導ける学び野後、集団的性

格とと難野個人的性格があり、とく野、卒業論文野取り組んでいる学生後、学び律難つ苨

者律側面と左違小り向き合う必要がある。与えられ平「教育する場」律条件律重小で相応

左いやり方を選ぶ平離野難、）柔探ドッ３スを踏まえ平うえで、新左いやり方を試み平い

難律である。 
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学生にとっての「ゼミ」の意義～簡単な調査を踏まえて～

日本橋学館大学 リベラルアーツ学部 人間心理学科 教授　　　柴原　宜幸
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学部ゼミナールを研究することでみえてきた課題

東京大学大学院 学際情報学府 文化・人間情報学コース 博士課程　　　伏木田　稚子
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第18回FDフォ  

第11分科会 学部ゼ 運営 課題 

2013.2.24 日  

学部ゼミナールを研究するこ

みえ きた課題 
 

 

 

 

 
東京大学大学院 学際情報学府 

文化 人間情報学コ  博士課程2年 
 

伏木田 稚子
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ュ 資料集  概要 

 

配布資料    論文  

▶ http://ci.nii.ac.jp/naid/110008897514    

配布資料    調査報告書 

▶ http://wakako-fushikida.net/docter_research/top.html 
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  10分  ゼ 全体像 

 

  10分  学生 視点 

 

  10分  教員 視点 

Copyright (C) 2013 Wakako Fushikida All Right Reserved.  Copyright (C) 2013 Wakako Fushikida All Right Reserved. 

 Copyright (C) 2013 Wakako Fushikida All Right Reserved.  Copyright (C) 2013 Wakako Fushikida All Right Reserved. 



456

第
　
分
科
会

11

 Copyright (C) 2013 Wakako Fushikida All Right Reserved. 8 

少人数 対 通  

 

共 体的 学習環境 

Copyright (C) 2013 Wakako Fushikida All Right Reserved. 

9 

文系学部  

 

専門教育 ゼ  
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• 単  

• 称 載 い  

• 定期的 開  

• 教員 限 参加  

• 学生 参加 基本 い  
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手  送 手  

 

学  
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専門分 超え 応用  

 

基礎的 能力 態度 
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ゼ  

 

実証的 瞰  

Copyright (C) 2013 Wakako Fushikida All Right Reserved. 14 

参 観察      

 

ンタビュ 調査 

 

質問紙調査   
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  2009-2011 士研究 

  学生  ゼ  
 

 

 

 

  2011-  博士研究 

  教員  ゼ  
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What  ／ How ういうふう  

 

ゼ 運営 い  

Copyright (C) 2013 Wakako Fushikida All Right Reserved. 

17 

What  How  共有 

❤  
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ゼ 運営 課題 対処 共有  

 

素材 供  
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学生 

視点 
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• 自分 考え 持 参加  

 

• 質問 意見 言い い 

 

• 発表 議論 頭 使う 

 

• い 成感 あ 楽 い 

 

• ゼ 仲間 会え 楽  
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• 先生  

 

• 英語 読 ゼ く いい 

 

• 早く 卒論 組  

 

• 先生 放任主義  
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都内 大学 13校 

 

学部3 4年生 304  

 

ゼ 数 54 
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学習環境へ 期待

成長 期待

協調志向

探究志向

共 活動

教員 知識伝

発表 議論

教員 指導 教員 指導

姿勢 対 評価

能力 対 評価

結束性 対 意識

互恵性 対 意識

対人関 力

問題解決力

情報

充実度 充実度

講動機

学習意欲

活動

教員 対 評価

共 体意識

汎用的技能

成長実感
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教員 指導 

▼ 

 

学習意欲 

共 体意識 

▼ 

 

汎用的技能 成長実感 
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成目標  明確  示 

 

課題 進 方 関  具体的  指示 

 

設定 関  
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わ 中  学 う  

 

知 い  突 う  

 

ン 士   感  

 

共  学 合 い 感  
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他者 考え  理解  

協調 行動 力 

 

 

問題点  発見  

解決 力 
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ゼ 魅力 
 

 

333 自由記述回答文  

 

ン 適用 
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教授 面白く 筋 立    

学 い あ  
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1 向 各々調査 個人 

プ 結果 何 見出 う 議論

チ プ 両方 あ  
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興味 関心 似 ン 中 自分

興味 関心 高い 追求  
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教員 学生間 距 近  

 

学生間 わ  

 

構成員間 仲 雰 気 良  

 

先生 人柄 面白  
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議論 内容 

 

他者 意見 考え 

 

分 多様 自由度 
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専門的知識 発表 力 習得 

 

深い学 機会 

 

学生主体 活動 

 

自身 興味関心 充足 
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ゼ 対 満 
 

 

307 自由記述回答文  

 

ン 適用 
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一方的 授業 学生 士 カ

ョン 皆無  

知識 問題 理解 解決 ゼ 場

利用 討論 機会 必要  
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全体 議論 あ 発言 い  

合い 活気 い  
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交流 少  

 

時間 長  

 

人数 課題 多  
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授業理解 知識習得へ 配慮 足 

 

設定 発表  

 

学生 気 教員 指導 

 

活発 発言 議論 
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都内 大学 53校 

 

学部数  93学部 

 

教員数  125  
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心理的特性

状況的特性

共 体 運営目標

専門教育 充実目標

能動的学習 体験目標

探究心 向 目標

専門性 成目標

プ 共 活動

学生 発表

教員 学生間 議論

教員 知識伝

課題遂行 支援

発表 形成的評価

発表内容 検討

学生 特性把握

教育目標 設定

学習目標 設定

学生 対 指導

学習活動 設定
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教員 ゼ  

授業構成 相 点 

 

分散分析 適用 
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43 

教員 知識伝  

 

人文学 教員  社会科学 教員 
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専門性 視 

 

担当年数  

11年以 教員 10年以 教員 
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自立性 能動性 視 

 

対象学年 4年生  

含 ゼ   含 いゼ  
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共 活動 議論 視 

 

ゼ 参加学生  

21 以 ゼ 10 以 ゼ  

Copyright (C) 2013 Wakako Fushikida All Right Reserved. 

47 

ゼ 授業構成  

汎用的技能 成長実感 関  

 

チ ベ 相関分析 適用 
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探究心 向  

 

プ 共   問題解決力 

 

ン 間 議論  
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興味 意欲 把握  

 

学習 体験   対人関 力 

 

課題遂行 支援  
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共 体 機能  

 

探究心 能動性 向 目指  

 

学年 人数 応 活動 変え  
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就職活動 航 

 

基礎学力   
 

定型化  
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ゼ 規模 ゼ 生全員 討議へ 参加度

ン い  

全体 情報 討議 過程 共有 い

プ内 ネ 使うゼ 生間 局

所的 コ ュ ョン 進行  
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53 

ゼ 学生 発言力 年々 い

う 中 発言 場面

多く 年々 く い う 思

わ  
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年度 ン 考え方 大

く変わ 年度 方 毎年探

い い  

Copyright (C) 2013 Wakako Fushikida All Right Reserved. 



464

第
　
分
科
会

11

55 

基礎学力 足 早 い 就職

活動 兼 合い 学生 家庭環境

ゼ 活動 わ 来 一人 個性

家庭環境 社会環境 見極 指導 いく

多く 時間 割 研究時間

兼 合い く い  
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大学教育研究フォ  

2013.3.14 – 3.15 

 

教員 ゼ 授業構成

抱え 困 検討 
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鳥 目  

地 く 
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参 観察  

必要性 
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 ゼ  

What  How 教え く い  

59 
Copyright (C) 2013 Wakako Fushikida All Right Reserved. 
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